
- 1 -

古田史学の会・東海 令和三年

東 海 の 古 代
第245号 2021年1月

会長 ： 竹内 強
編集 ： 石田泉城 投稿先アドレス： furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp
ＨＰ ： http://furutashigakutokai.g2.xrea.com/index.htm

斉明天皇の出自と天武天皇
一宮市 畑田 寿一

敏達天皇（在位：572－585年）以降、持統天皇（在位：645－697年）の間の120年間は

政治情勢が混乱を極めており、諸説が乱立している。

この間で最も諸説が多いのは天智天皇と天武天皇の関係であるが、その原因は斉明天皇

にある。歴代天皇の主流から離れた傍系の茅淳王の娘がなぜ天皇になれるのか。『日本書

紀』は中大兄皇子（天智）を「皇子」を付けずに呼び捨てにしているがなぜか。謎は多い。

当時の女性が出産する期間は限られており、妃の年齢を追うことにより、ある程度、系

図の矛盾を探すことができる。今回はこの手法を使って疑問点を探ってみたい。

１ 斉明天皇の謎

(１) 斉明天皇の系図

『日本書紀』を中心に舒明天皇付近の系図を示すと以下のようになる。この系図を眺め

ると不思議なことに気づく。

(ア)一世代飛んだ同士の結婚が多い

(イ)記紀では活躍がほとんど記述されていない者が系図の流れに突然現れる。

(ウ)主流と目される後継者が存在するのに急に傍系の天皇が登場する。

広媛 敏達天皇 伊勢大鹿首菟名子

｜

大俣王 押坂彦人大兄皇子 糠手媛皇女

茅淳王 吉備姫王 蘇我馬子

‘① 孝徳天皇 皇極(斉明)天皇 舒明天皇 法提郎女

蘇我遠智娘 天智天皇 間人皇女① 古人大兄皇子

持統天皇 天武天皇

草壁皇子



- 2 -

(２) 当時の天皇の生誕・崩御時期

日本書紀を中心に当時の主要メンバーの年齢を探ると以下のようになる。

天皇 生誕・崩御 生誕時父の年齢 即位 即位期間

敏達天皇 538―585 欽明 29? 572 13

押坂彦人大兄皇子 558？－？ 敏達 35? ―

舒明天皇 593－641 押坂 35? 629 12

皇極・斉明天皇 594－661 茅渟 ? 642 19

孝徳天皇 596－654 茅渟 ? 645 9

天智天皇 626－672 舒明 33 668 4

天武天皇 631？－686 舒明 38（注） 673 13

持統天皇 645－697 天智 19 690 7

注：５６歳死亡説による。年齢は全て満年齢

更に、天皇と后との年齢を妃の兄弟から推測すると次の様になる。

代 天皇（在任期間） 妃（皇女のみ） 妃と関係者との続柄

３４ 舒明（629－641） 宝姫王（皇極、斉明） 押坂彦人大兄皇子の子

田眼皇女 敏達天皇・推古天皇皇女

３６ 孝徳（645－654） 間人皇女 天智と兄弟、孝徳とは30差

３８ 天智（668－672） 倭姫王 古人大兄（610？）の娘（628）

４０ 天武（673－686） 鸕野讃良皇女（持統） 大田皇女の妹

大田皇女 建皇子（657生）と兄弟

大江皇女 川島皇子（657生）と兄弟

新田部皇女 舎人親王（676生）の母

尼子姫 宗形徳善の娘、高市皇子の母

この時代の系図には兄弟や従妹の娘を妃に迎えるなど、記述の信憑性を疑問視するよう

な系図が多い。そこで、次の観点から系図を再吟味した。

① 皇女とは天皇の子を意味し、原則として皇后になれるのは皇女である。

② 当時の女性の出産可能期間は16歳～35歳である。

③ 最も早い皇子は17歳前後である。

以上の観点から各天皇の生誕時期を眺めると次のことが言える。

① 舒明、斉明、孝徳天皇はほぼ同世代の生誕である。

② 舒明天皇だけが一世代前の押坂彦人大兄皇子の子であるが、晩年（35歳？）

に生まれている。母親の糠手媛皇女も敏達天皇の娘であるので年齢的に一世代抜け

ている可能性がある。

③ 天智天皇については舒明天皇の子の古人大兄の娘の倭姫王（630頃生）を妃として

いることから626年生まれは正しそうである。

④ 天武天皇の場合、妃とした天智天皇の子はいずれも兄弟の皇子の年齢から660年頃

の誕生と思われるので、635年頃の生まれになる。また、尼子姫との子の高市皇子

が壬申の乱（672）の時18歳頃であったとすると654年生まれとなり、18歳頃に結婚
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したことになり話が合う。しかし、この推理に拠れば天武天皇は斉明天皇が40歳頃

の子となり、親子関係に疑いが生じる。

⑤ 孝徳天皇は天智天皇の叔父にあたり、妃の間人皇女との歳の差が30歳程度あった。

即位時には孝徳49歳、間人19歳程度であったと考えられ、政略結婚と思われる。

（３）斉明天皇の生涯

『日本書紀』に拠れば、斉明天皇（宝皇女）は茅淳王の子として生まれた。敏達天皇の

曾孫にあたるが直系からは外れて、通常では天皇になる血筋では無かった。

しかし、父の押坂彦人王は稲目、堅姫、推古で蘇我系列に繋がっており、蘇我氏からみ

ると傍系ではあるが同族であった。

宝皇女は最初、高向王に嫁いて漢皇子を設けた。615年頃と推定される。その後、田村

皇子（舒明）の妃となり、626年には葛城皇子（天智）を生んだ。蘇我馬子が没し、推古

天皇の後継者争いが始まる時代にあたる。629年に夫の田村皇子が即位すると皇后に即位

し、更に641年に舒明天皇が崩御すると皇極天皇として即位する。654年に孝徳天皇が崩御

すると再度斉明天皇として即位した。以降、波瀾に富んだ人生を送り、百済救済のために

九州の朝倉まで足を運んだが、661年に朝倉で崩御した。

高向王 宝皇女(斉明) 田村皇子(舒明)

漢皇子 葛城皇子（天智）

間人皇女（孝徳天皇妃）

大海人皇子（天武）

２ まとめ

以上、関係者の年齢を探るために煩雑な事柄を述べてきたが、『日本書紀』の記述の中

では舒明天皇の生存期間が最も信用できると思われる。

以降、舒明天皇を中心に考察を更に進めれば次のことが言える。

（１）宝皇女（斉明）の出自

宝皇女が田村皇子（舒明）妃になったのは31歳（625年）で田村皇子は32歳であった。

田村皇子は既に蘇我の法提郎女を妃に迎えており、宝皇女との結婚は蘇我氏の別系列との

関係強化を図るための政略結婚であったと思われる。

蘇我馬子は自分の娘の法提郎女の系列から後の天皇を出そうとしており、宝皇女は当て

馬的存在であった。このように考えると、出自が傍系でも妃に迎えられるには意味があり、

前述の系図は信用できると考えてよい。

（２）天智天皇と天武天皇との関係

前述から天智天皇の626年生まれは問題が無く、宝皇女の子であった。

しかし、天武天皇については妃の推定生誕年、高市皇子の推定生誕年からみて635年頃

の生まれと考えられるので、宝皇女の子については疑問が残る。壬申の乱における高市皇

子の年齢から天智天皇より若いとするのが妥当であり、天武天皇崩御の時、幼な友達とし

て 誄 を述べた大海宿禰蒭蒲が701年に陸奥国に派遣されていることからも、635年説は
しのみごと あらかま

妥当と思われる。
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天智 626 672

持統 645 697

657 △草壁皇子662

天武 635? 686

△高市皇子654?

尼子娘

天武天皇の生まれ歳 ６３１年 ６３５年

草壁皇子生まれ歳 ６６２年 ３１歳 ２７歳

大津皇子 ６６３年 ３２ ２８

舎人親王 ６７６年 ４５ ４１

高市皇子 ６５４年？ ２３ １９

大海蒭蒲の奥州派遣 天武と同じ （７０） （６６）

天武＋１０ （６０） （５６）

注。（ ）は蒭蒲の年齢。他は天智天皇の年齢。

（３）天武天皇と継体天皇との類似点

天武天皇の即位前後の行動を眺めると継体天皇の場合と同じ様な行動が目に付く

。

項 目 継体天皇 天武天皇

前政権の継承 武烈の妹を皇后とする 天智の子を４名妃とする

財政基盤 尾張氏、近江の海人氏 九州？の海人氏、美濃

ヤマトの親豪族 大伴金村 藤原鎌足

ヤマトの反豪族 葛城氏 蘇我馬子

生誕年 ４５０年？ ６３５年？

即位の動機は異なるが、前政権との継承を前天皇の関係者を妃としていることが注目に

値する。天武天皇は天智天皇生存中に2名、崩御後に更に２名を妃とした。即位後も反対

勢力が依然残っており、これらの勢力との協調を余儀なくされたと思われる。これらは天

武天皇が正規な後継者で無かったこと意味するのでは無かろうか。

白村江の戦いに際して、天智天皇は斉明天皇の遺体に付き添いヤマトに戻ったが、天武

天皇は戦いの陣頭指揮に立ったとし、その理由を朝鮮半島出身者とし、豐璋などに充てる

説もあるが、豐璋は631年に来日しているので時代が合わない。更に、日本の歴史におい

て複数の在来勢力が鎬を削っている中で、いきなり外部から来て政権を奪取した事例は無

い。

日本書紀では天智天皇の出自を疑っているが、疑うべきは天武天皇の方と思われる。し

かし、いずれかの系統で天皇家に繋がっており、これらを強固にするために４名の妃を迎

えたと思われる。
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中継ぎの女帝たち
名古屋市 石田 泉城

古代の女性の天皇は、天皇が亡くなり、その男系を繋ぐために帝位に就いたものと考え

られています。これに反する意見もありますが、男系を繋いでいるのは事実です。

『日本書紀』に登場する女帝は、33代推古天皇、35代皇極天皇と重祚の37代斉明天皇、

41代持統天皇の３名です。この３名は、次の表のとおりいずれも天皇家の娘たちであると

ともに、天皇の皇后です。

推古天皇は、欽明天皇の皇女であって敏達天皇の皇后であり、皇極天皇・斉明天皇は、

敏達天皇の曾孫であって舒明天皇の皇后であり、持統天皇は、天智天皇の皇女であって天

武天皇の皇后です。

区 分 摘 要
33代推古天皇 女帝 欽明天皇の皇女 敏達天皇の皇后
34代舒明天皇
35代皇極天皇 女帝 敏達天皇の曾孫 舒明天皇の皇后
36代孝徳天皇
37代斉明天皇 女帝 敏達天皇の曾孫 舒明天皇の皇后
38代天智天皇
39代弘文天皇 (大友皇子)
40代天武天皇
41代持統天皇 女帝 天智天皇の皇女 天武天皇の皇后
42代文武天皇
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つまり、女帝は、男性天皇の血筋を継承しており、その意味では中継ぎです。そして、

これらの女帝の次には本来の男性天皇に戻ります。このように７世紀になって女性の天皇

が登場した訳は、蘇我家から藤原家に実権が移り変わる中で後嗣の決定に混乱が生じたた

めでしょう。

また、『日本書紀』以降の女帝で、43代元明天皇は、草壁皇子の皇后ではありませんが

皇后に次ぐ第二位の妃です。草壁皇子は、吉野の盟約で天武天皇の後継者となった皇太子

であり、岡宮御宇天皇とも称されます。そして阿閇内親王（元明天皇）は、天智天皇の娘

でもありますから女帝に相応しい条件を持っています。慶雲四年（707年）四月十三日の

草壁皇子の命日は、国忌と定められ、草壁皇子が事実上の天皇で、その妃であった阿閇内
こ つ き

親王が皇后とみなされています。

44代元正天皇（氷高皇女）は、文武天皇より三歳年上の姉の独身で、文武天皇には皇后

も妃もおらず、実質上の皇后は元正天皇（氷高皇女）と想像されます。つまり、元正天皇

は文武天皇の擬似的皇后です。そして元正天皇は、天武天皇の孫ですから、やはり天皇家

の娘と言うことになります。母娘二代続けての女帝となった元明天皇・元正天皇は、まさ

に文武天皇や聖武天皇（首皇子）の男系皇統を繋なぐ役割を担っています。

これらのことから、古代の女帝は、原則として天皇の皇后（擬似的も含めて）もしくは

第二位の妃であって天皇家の娘でなければならないのです。

女帝の中で、他の女帝に比べて条件がやや整わないと考えられるのが、推古や持統が天

皇の娘であるのに比べ、寶女王（皇極・斉明）は敏達天皇の孫娘でありその点がやや異例

です。皇統を重視すれば、舒明天皇の妃であり敏達・推古両天皇の皇女である田眼皇女が
た め の ひ め み こ

寶女王（皇極天皇）より適格者とも思われます。しかし、敏達天皇の皇曾孫に過ぎない寶

女王が田眼皇女を押さえて皇位に就いたのは妃より皇后の方が上位だからでしょう。

また、皇極天皇は、異例の皇位の譲位を行ったことでも注目されます。それまでは皇位

はいわゆる終身制であり、皇位の継承は天皇の崩御によってのみ行われていましたが、こ

の皇位継承の原則を変えてしまいました。また、皇極・斉明天皇はその後、歴史上初めて

の重祚もします。したがって、皇極・斉明天皇は、異例ずくめの天皇と言えます。

伝統を重んじる皇位継承について、本当にこのように異例ずくめで行われたのか疑わし

くさえ思われます。「敏達・・・・押坂彦人大兄皇子－茅渟王－孝徳天皇」が順当ですが、

「敏達・・・・舒明・・・・天智」として、天智天皇、首皇子（聖武天皇）につなげるた

めに、皇極・斉明天皇があるようです。

いずれにしても皇極天皇は３年半の期間しか在位になく孝徳天皇に譲位してしまうので

すから、男系皇位継承のための中継ぎと理解するのが適切です。蘇我・藤原の実権の争い

と関連しながら蘇我家の血筋の皇后から藤原宮子など藤原家の血筋の皇后に移行する過渡

期の状況にある女帝であると考えます。

皇極天皇は夫でもあり叔父でもある田村皇子（舒明）との間に葛城皇子（中大兄皇子・

天智）、間人皇女（孝徳天皇の皇后）、大海人皇子（天武）をもうけており、その後の皇統

を形づくっていく中で要となるからか、皇極への継承、皇極からの譲位は相当に無理がな

されています。

ところで、昨今の女系天皇や女性天皇に関する問題で、古代の女性天皇と比較する場合

がありますが、現在の天皇には様々な国事行為や150カ国以上もの外国大使・公使の接受

があり、古代の女性天皇の時代とは状況が全く違いますし、蘇我・藤原の権力闘争で生じ

た例外的な古代の女帝を引き合いに出すことは妥当ではありません。

男系皇統は、諸外国にはない千年以上にわたり築かれてきた日本独自の歴史的財産です

から、古代の歴史の研究に関わる者としては、現代の政争にかかわらず男系皇統という歴

史的事実を尊重したいと思います。
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2020年に発行の「東海の古代」一覧

号数 発行年月 分 類 233号～ 連載 頁 著 者

233 2年1月 挨 拶 新年のご挨拶 １ 竹内 強

論 考 偽書 ２ 石田泉城

もう１つの伊勢神宮創建記 ７ 畑田寿一

234 2年2月 論 考 岡下英男氏の論考「『隋書』俀國伝を考える」 １ 林 伸禧
について

木簡から見た尾張の評制 ５ 畑田寿一

倭人伝等に登場する渡来系氏族について ９ 大島秀雄

水田稲作は朝鮮半島から伝播か？ １２ 石田泉城

235 2年3月 論 考 稲作について １ 石田泉城

吉野ヶ里遺跡の前方後方墳 ７ 畑田寿一

「正和四年卯月五日」について ２ １０ 林 伸禧

TOPIC 『日出ずる処の天子 阿毎・多利思北孤』 １６ 木村賢司

236 2年4月 論 考 琉球王朝と勾玉 １ 畑田寿一

前期難波宮・九州王朝副都説について ５ 石田泉城

237 2年5月 論 考 34年遡上説の功罪 その１ １ １ 石田泉城

伊勢志摩神島と海洋交易 ９ 畑田寿一

238 2年6月 論 考 34年遡上説の功罪 その２ ２ １ 石田泉城

疫病封じと津島神社 ８ 畑田寿一

禊ぎ １１ 石田泉城

239 2年7月 論 考 継体天皇と海人族 １ 畑田寿一

的氏の出身地について ６ 大島秀雄

筑紫君薩夜麻≠九州王朝の天子 ８ 石田泉城

240 2年8月 論 考 俀國の都について １ 石田泉城

継体天皇期の任那 ５ 畑田寿一

「正和四年卯月五日」について（３） ３ ７ 林 伸禧

241 2年9月 論 考 「前方後円墳体制」批判 １ 石田泉城

善光寺縁起の聖徳太子御書並如来御返翰の考察 ３ 大島秀雄

元岡製鉄コンビナートと７世紀の九州 ７ 畑田寿一

国会図書館本『隋書』は適切に校勘されている １１ 岡下英男

「正和四年卯月五日」について（追記） ４ １６ 林 伸禧

242 2年10月 論 考 尾張氏はどこから来たのか １ 石田泉城

尾張氏の源流を探る ３ 畑田寿一

尾張氏と熱田神宮主要摂社の奉斎氏族との関係について ８ 大島秀雄

『先代旧事本紀』の復権 １１ 加藤勝美

243 2年11月 論 考 前方後円墳の起源 １ 石田泉城

初期前方後円墳と九州王権 ９ 畑田寿一

土器文化と前方後円墳の広域性 １２ 石田泉城

244 2年12月 論 考 乙巳の変の前夜 １ 畑田寿一

上宮王家一族抹殺事件 ５ 石田泉城

天武天皇と尼子娘 １０ 畑田寿一

稲員家系図を疑う １０ 大島秀雄
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丸窓付き土器の用途
一宮市 畑田 寿一

愛知県清須市の朝日遺跡は尾張地方の代表的な弥生集落であるが、この遺跡では大量の

丸窓付土器が出土している。丸窓付土器は尾張地方を中心に500点程出土しているが、そ

の内、朝日遺跡では300点程を出土しており、この遺跡を特徴付ける土器と言えるが、そ

の用途には定説が無い。そこで今回は色々想定を試みた。用途について現在までに皆さん

が提唱した案に、考えられる用途を付け加えると次の表ができあがる。

用途 使用法 問題点
照明器具 中に灯りを入れて光らせる 内部に煤が付着したものが無い
芳香防臭器 中で香草を燻す 燻した形跡を持つものが無い
小物入れ 勾玉などをしまう 土器の壁面が薄すぎ
調味料入れ 塩などを入れて摘み出す 残物やニガリなどの付着物なし
ガラス玉製造 中に炭を入れてガラスを溶かす 手焙土器の方が優れている
お供え具 穀物を供え、少しずつ共食 ネズミなどの対策に不向き
祭祀具 中に鏡などを入れ光らせる 該当する祭具が出土せず
祭祀具 故人の骨や遺品を入れる

最初に誰もが浮かぶのは照明器具で、中に灯明を入れてランプとする。土器の壁は薄く

造られているので幻想的な雰囲気を醸し出すことができ、案としては最適であるが、内部

に煤が付着した形跡が無い。芳香防臭器は本会報の編集者の石田さんの説であるが、燻し

た跡が無いのが難点である。その他の案も同様に難点があり、甲乙が付け難い。

この問題に関連すると思われる興味深い出土器がある。穿孔土器と呼ばれ、土器の底に

孔が空けられた土器で、実用性は考えられない。勝部明生氏は「穿孔土器の考察」の中で、

孔を死者と地下の霊界との連絡路と考えた。この説を広げれば丸窓付土器は天界を結びつ

ける土器とも言える。

朝日遺跡発掘調査報告書によると、丸窓付土器は方形周溝墓付近に多く出土した後、形

が壺型から甕形に変わるとともに方形周溝墓以外から出土するようになり、銅鐸が埋設さ

れる時代と共に消滅する。死者の霊を弔うために代々引き継がれてきたが、弥生末期の天

候の悪化によりこの地を離れる必要が発生して埋設または破棄されたものと考えられる。

前回の例会の内容

■ 乙巳の変の前夜 一宮市 畑田寿一
乙巳の変は蘇我氏と藤原氏の権力争いの

中で双方の勢力が伯仲していたことを意味
し、国家の近代化、富国強兵制度の完成に
至る経緯で生じたと考える。

■ 上宮王家一族抹殺事件 名古屋市 石田泉城
上宮王家一族を抹殺に追いやったのは、

蘇我入鹿ではなく中大兄皇子・中臣鎌足が
首謀者である可能性が高いと考える。

■ 稲員家系図を疑う 東海市 大島秀雄
稲員家系図は、神秘書の作成年代から戦

国時代以降に作られた家系図で、その内容
が人名の列記のみであり、五世紀の倭の五
王と関連する家系図とはいえないと考える。
（修正前号12頁7.まとめの上から3行目「仮
昌系図」→「仮冒系図」）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど
なたの参加も歓迎します。事前の参加連絡不要。
例会で発表の場合は資料２０部を用意ください。

会員の投稿について

■ 会報誌への投稿（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 １月22日(金)

例会の予定

■ 例会の予定
１ 日時 1月10日(日)13時半～(第４集会室)
２ 場所 名古屋市市政資料館

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051
３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月以降の例会
2月14日、3月14日 ：第１集会室


